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市
で
は
、
市
民
自
治
の
基
本
理

念
、
市
民
協
働
及
び
市
民
参
加
の

在
り
方
な
ど
、
行
政
と
市
民
の
か

か
わ
り
方
の
基
本
と
な
る
本
条
例

を
策
定
す
る
た
め
、
平
成　

年
８

13

月
７
日
に
公
募
に
よ
る
市
民
を
含

む
市
民
参
加
条
例
策
定
委
員
会
を

設
置
し
、　

回
に
及
ぶ
策
定
委
員

12

会
等
を
通
じ
て
、
検
討
を
行
っ
て

き
ま
し
た
。
昨
年
の　

月　

日
、

10

23

市
長
に
条
例
案
が
答
申
さ
れ
、
こ

れ
を
尊
重
し
、
市
長
が
議
会
に
提

案
し
た
も
の
で
す
。

　

平
成　

年
第
１
回
定
例
会
で
、

15

総
務
企
画
委
員
会
に
付
託
さ
れ
、

２
回
に
わ
た
り
審
査
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
市
民
の
市
政
へ
の
参
加
と

協
働
に
つ
い
て
の
手
段
を
制
度
と

し
て
具
体
化
し
、
市
民
の
望
む
市

政
が
保
障
で
き
る
よ
う
に
す
る
た

め
の
条
例
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
慎

重
に
審
議
さ
れ
、
継
続
審
査
と

な
っ
て
い
ま
し
た
。
本
定
例
会
中

の
総
務
企
画
委
員
会
で
は
、
第　
16

条
の
市
民
投
票
に
つ
い
て
修
正
案

が
議
員
か
ら
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

市
長
案
で
は
市
民
投
票
の
実
施
主

体
が
「
市
長
」
と
な
っ
て
い
た
も

の
を
、「
市
」
と
す
る
と
い
う
内
容

で
し
た
。
こ
の
修
正
案
は
修
正
部

分
を
除
く
原
案
と
と
も
に
、
総
務

企
画
委
員
会
及
び
本
会
議
で
可
決

し
ま
し
た
。
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市
で
は
、
男
女
平
等
社
会
の
形

成
に
関
す
る
基
本
理
念
、
男
女
共

小
金
井
市
市
民
参
加
条
例

小
金
井
市

　
　

男
女
平
等
基
本
条
例

同
参
画
の
推
進
に
関
す
る
基
本
的

な
事
項
を
定
め
る
本
条
例
を
制
定

す
る
た
め
、
平
成　

年
４
月　

日
、

14

26

公
募
市
民
を
含
む
（
仮
称
）
第
３

次
小
金
井
市
行
動
計
画
策
定
委
員

会
に
諮
問
し
ま
し
た
。
同
委
員
会

で
は
、
７
回
に
及
ぶ
策
定
委
員
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
広
く
市
民

の
意
見
も
募
集
さ
れ
、
昨
年　

月
12

　

日
、
市
長
に
答
申
さ
れ
ま
し
た
。

16
　

こ
の
答
申
を
も
と
に
平
成　

年
15

第
１
回
定
例
会
に
提
案
さ
れ
ま
し

た
。
豊
か
で
活
力
と
優
し
さ
に
あ

ふ
れ
た
男
女
平
等
社
会
の
実
現
を

目
指
し
、
そ
の
基
本
理
念
や
総
合

的
施
策
を
明
確
に
す
る
た
め
の
条

例
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
十
分
な
検

討
が
必
要
と
の
判
断
か
ら
、
継
続

審
査
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
定
例
会
で
は
、
引
き
続
き
用

語
の
整
備
や
男
女
平
等
推
進
審
議

会
の
委
員
の
任
期
に
つ
い
て
審
議

し
ま
し
た
。
外
来
語
部
分
に
つ
い

て
は
、
日
本
語
の
適
切
な
表
現
が

で
き
な
い
も
の
を
除
き
、
極
力
簡

明
な
日
本
語
に
置
き
換
え
ら
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
委
員
の
再
任
の
規

定
に
つ
い
て
は
、
市
民
参
加
条
例

の
付
属
機
関
等
の
委
員
の
任
期

（
連
続
し
て
３
回
を
超
え
て
は
な

ら
な
い
）
と
同
様
に
す
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。
以
上
の
内
容
の
修

正
案
が
議
員
か
ら
提
案
さ
れ
、
修

正
部
分
を
除
く
原
案
と
と
も
に
可

決
し
ま
し
た
。

反
対
討
論
（
要
旨
）

 　
　
　
　
 
高
木
真
人
（
改
革　

）
21

　

第　

条
「
性
及
び
子
を
産
み
育

15

て
る
こ
と
に
つ
い
て
、
理
解
を
深

め
、
自
ら
の
意
思
で
決
定
す
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
性
教
育
の
充
実

そ
の
他
の
必
要
な
措
置
を
講
ず
る

も
の
と
す
る
」
と
あ
る
。
こ
れ
は
、

ま
さ
に
リ
プ
ロ
思
想
そ
の
も
の
で

あ
り
、
学
校
で
性
の
自
己
決
定
権

（
中
絶
の
容
認
）
を
教
え
込
む
危

険
性
が
あ
る
。
コ
ン
ド
ー
ム
よ
り

ピ
ル
の
方
が
避
妊
率
が
高
い
な
ど

と
説
明
さ
れ
た
副
読
本
が
中
学
生

に
配
布
さ
れ
よ
う
と
し
た
事
実
を

見
れ
ば
、
こ
の
条
例
を
承
認
す
る

わ
け
に
は
い
か
な
い
。
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住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

シ
ス
テ
ム
（
以
下
「
住
基
ネ
ッ
ト
」

と
い
う
。）の
第
二
次
稼
働
に
伴
い
、

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド（
以
下「
住

基
カ
ー
ド
」
と
い
う
。）
の
交
付
手

数
料
を
制
定
す
る
必
要
が
生
じ
た

こ
と
、
及
び
東
京
都
屋
外
広
告
物

許
可
申
請
手
数
料
が
改
定
さ
れ
屋

外
広
告
物
設
置
許
可
手
数
料
の
適

正
化
を
図
る
必
要
が
生
じ
た
と
い

う
こ
と
か
ら
、
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

　

主
要
な
質
疑
の
対
象
と
な
っ
た

の
は
、
住
基
カ
ー
ド
の
交
付
手
数

料
の
部
分
で
す
。
住
基
カ
ー
ド
に

は
、
住
民
票
コ
ー
ド
、
氏
名
、
住

所
な
ど
の
個
人
情
報
が
内
蔵
さ
れ

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
に
関
連
し
て
、
住
基
ネ
ッ

ト
の
個
人
情
報
に
対
す
る
安
全
性

に
つ
い
て
資
料
が
提
出
さ
れ
ま
し

た
。
フ
ァ
イ
ア
ウ
ォ
ー
ル
の
設
定

や
、
仮
に
住
基
ネ
ッ
ト
に
入
り
込

ん
だ
と
し
て
も
、
市
町
村
の
サ
ー

バ
等
に
到
達
す
る
恐
れ
が
な
い
こ

と
、
さ
ら
に
住
基
ネ
ッ
ト
の
費
用
対

効
果
が
十
分
に
期
待
で
き
る
も
の

で
あ
る
こ
と
、本
人
確
認
情
報
の
目

的
外
利
用
に
つ
い
て
禁
止
さ
れ
て
い

る
こ
と
等
が
そ
の
内
容
で
す
。

　

な
お
、
小
金
井
市
で
は
庁
内
Ｌ

Ａ
Ｎ
と
住
基
ネ
ッ
ト
は
接
続
さ
れ

て
い
な
い
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

小
金
井
市
手
数
料
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

　

ま
た
、資
料
と
し
て
、住
基
カ
ー

ド
の
発
注
か
ら
交
付
ま
で
の
手
順
、

住
基
カ
ー
ド
の
様
式
が
示
さ
れ
ま

し
た
。

　

個
人
情
報
保
護
の
観
点
か
ら
質

疑
が
な
さ
れ
、
採
決
の
結
果
、
否

決
し
ま
し
た
。

賛
成
討
論
（
要
旨
）

 　
 
露
口
哲
治
（
自
民
党
小
金
井
）

　

本
議
案
の
可
否
決
定
主
要
因
は
、

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
手
数
料
に

あ
る
。
市
で
つ
く
る
場
合
１
枚
約

千　

円
以
上
か
か
る
が
、
総
務
省

400
か
ら
１
枚
千
円
を
め
ど
に
地
方
交

付
税
を
配
分
す
る
旨
の
方
針
が
示

さ
れ
た
。
結
果
と
し
て
１
枚　

円
500

と
す
る
条
例
が
成
立
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
財
政
的
な
負
担
は
無
く

な
る
。
も
し
本
議
案
が
成
立
せ
ず

本
格
稼
働
と
な
り
、
カ
ー
ド
無
料

交
付
と
な
っ
た
場
合
の
財
政
負
担

は
甚
大
で
あ
る
。
ま
た
、
転
入
・

転
出
時
の
混
乱
も
予
測
さ
れ
る
。

よ
っ
て
賛
成
す
る
。

反
対
討
論
（
要
旨
）

 　
　
 
井
上
忠
男
（
日
本
共
産
党
）

　

日
本
共
産
党
の
住
基
ネ
ッ
ト
の

ア
ン
ケ
ー
ト
に　

人
の
市
民
が
回

476

答
し
、
賛
成　

人
・
７
％
、
反
対

35

　

人
・　

％
、
わ
か
ら
な
い　

人

311

65

80

で
、
市
民
の
理
解
は
得
ら
れ
て
い

ま
せ
ん
。
ま
た
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

保
護
に
問
題
が
あ
り
、
住
基
カ
ー

ド
の
Ｉ
Ｃ
チ
ッ
プ
に
は
、
新
聞
４

ペ
ー
ジ
分
の
情
報
を
記
録
す
る
こ

と
が
で
き
、
今
後
多
目
的
利
用
を

す
れ
ば
、
個
人
情
報
が
漏
洩
す
る

お
そ
れ
が
あ
り
、
反
対
で
す
。
狛

江
市
で
は
高
齢
者
な
ど
の
身
分
証

明
に
市
民
カ
ー
ド
を
発
行
し
て
い

ま
す
。
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補
正
内
容
で
主
な
も
の
は
、
緊

小
金
井
市
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
１
回
）

急
地
域
雇
用
創
出
特
別
補
助
金
で

市
立
小
中
学
校
に
図
書
館
司
書
配

置
や
「
小
金
井
現
代
史
」
の
資
料

収
集
な
ど
一
般
業
務
、
商
店
街
活

性
化
支
援
な
ど
、
商
工
振
興
策
等

に
充
て
ら
れ
ま
す
。
６
月　

日
の

26

本
会
議
で
可
決
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
こ
の
補
正
予
算
に
は
住

民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス

テ
ム
の
第
二
次
稼
働
に
伴
う
住
民

基
本
台
帳
カ
ー
ド
の
交
付
手
数
料

関
係
の
予
算
が
含
ま
れ
て
い
た
の

で
、
こ
れ
に
関
連
し
て
質
疑
が
あ

り
ま
し
た
。
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武
蔵
小
金
井
駅
南
口
地
区
地
区

計
画
の
都
市
計
画
変
更
に
伴
う
も

の
と
し
て
、
第
２
回
臨
時
会
時
の

当
初
市
長
提
案
と
同
内
容
の
提
案

で
し
た
が
、
否
決
し
ま
し
た
。（
第

２
回
臨
時
会
で
は
議
員
か
ら
の
提

案
に
よ
り
、
修
正
可
決
し
て
い
ま

す
。）
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市
が
６
月
２
日
に
送
付
し
た
平

成　

年
度
市
・
都
民
税
納
税
通
知

15
書
の
２
枚
目
以
降
に
他
人
の
も
の

が
入
っ
て
い
た
誤
送
付
問
題
で
、

６
月　

日
の
本
会
議
で
市
長
報
告

26

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

市
長
は
深
く
陳
謝
す
る
と
と
も

に
、
本
件
の
経
緯
、
委
託
関
係
、

改
善
策
、
損
害
賠
償
に
つ
い
て
説

明
し
ま
し
た
。
こ
の
誤
り
を
契
機

と
し
、
事
務
総
点
検
と
改
善
を
早

急
に
進
め
、
一
日
も
早
く
市
政
に

対
す
る
信
頼
の
回
復
に
努
め
る
こ

と
を
表
明
し
ま
し
た
。

小
金
井
市
地
区
計
画
の
区
域
内

に
お
け
る
建
築
物
の
制
限
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

市
長
報
告

（
平
成　

年
度
市
民
税
・
都
民

15

税
納
税
通
知
書
の
誤
り
に
つ
い

て
）

閉会中の委員会日程と引き続き審査する案件

議会運営委員会

　平成15年８月７日（木）午前10時

�議会運営に関する議長の諮問事項について

　平成15年９月１日（月）午後２時

�①次期定例会（臨時会を含む。）の会期及び

会議日割等、議会運営に関する調査

②議会の会議規則、委員会条例等に関する

調査

③議会運営に関する議長の諮問事項につい

て

厚生文教委員会

　平成15年８月21日（木）午前10時

�小中学校の図書室に専門の司書の配置を求

める陳情書

�生活習慣病の治療に代替医療を第一選択と

する医療制度改革に関する陳情書

建設環境委員会

　平成15年８月25日（月）午前10時

�小金井市の地下水と湧水を保全する条例

�小金井市環境基本条例の一部を改正する条

例

�ごみ焼却灰を利用してつくるエコセメント

事業に関する陳情書

総務企画委員会

　平成15年８月26日（火）午前10時

�小金井市長の在任期間に関する条例

�清潔で公正・公平な国民奉仕を貫く公務員

制度の確立を求める意見書提出の陳情書

�行政の抜本的な改革推進に関する陳情書

駅周辺整備調査特別委員会

　平成15年９月２日（火）午前10時

�中央線連続立体交差化及び駅周辺開発に係

る諸問題の調査

�都市公団に係る再開発に関する陳情書

行財政改革調査特別委員会

　閉会中の日程はありません。

�行財政の改革を推進することに係る諸問題

の調査

審
議
し
た
主
な
議
案
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